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入
月
十
五
日
の
月
蝕
に
つ
い
て

助
敢
授
理
一
士
　
山
　
　
本

一

清

　
今
年
の
第
二
回
目
の
皆
既
月
蝕
が
八
月
＋
五
日
の
夜
に
起
り
ま
す
。

其
の
時
聞
は
（
日
本
中
央
標
準
時
で
）

入
月
＋
五
日

同同同同伺同

午
前
二
時
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二
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三
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四
時
三
十
一
分

五
時
二
十
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六
時
九
分

七
時
九
分

入
時
七
分

月
牛
影
に
入
ろ

月
本
影
に
入
ろ

皆
既
蝕
の
始
ま
り

蝕
の
申
央

皆
既
蝕
の
終
り

月
本
影
為
去
ろ

是
位
影
か
去
る

右
の
通
り
で
あ
、
り
ま
す
か
ら
，
夜
更
け
以
後
に
は
な
り
ま
す
が
、
日
本

で
、
見
や
う
噛
こ
思
へ
ば
、
可
な
り
好
都
合
に
見
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す

　
↓
般
に
今
は
知
ら
れ
て
ゐ
ま
す
通
り
、
月
蝕
は
日
蝕
ほ
さ
に
天
文
三

界
を
興
奮
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
，
ご
、
そ
れ
で
も
、
や
は

り
、
蝕
の
始
め
や
終
り
の
時
刻
を
齪
達
し
た
り
す
る
の
は
、
人
々
の
や

る
こ
ミ
で
、
面
白
く
あ
り
、
又
．
、
月
蝕
の
最
中
に
月
の
背
後
に
か
く
れ

る
微
光
星
の
明
滅
を
観
測
す
る
の
な
さ
は
、
部
門
家
に
取
っ
て
、
大
切

な
事
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
爾
そ
の
外
に
、
蝕
さ
れ
て
み
る
月
の
表

面
の
銅
色
の
色
合
ひ
や
、
光
の
強
さ
な
曹
を
観
察
す
る
の
は
、
さ
ま

ん
＼
な
意
味
に
於
い
て
、
宇
宙
物
理
學
上
の
與
味
多
い
仕
事
で
あ
り
ま

す
。

　
月
蝕
ぐ
」
言
へ
ば
，
月
に
達
す
る
太
陽
の
光
線
が
地
球
に
よ
っ
て
遮
ら

れ
る
か
ら
起
る
事
で
あ
り
ま
す
の
に
、
其
の
か
け
て
み
る
月
が
爾
幾
ら

か
の
輝
や
き
を
持
っ
て
る
る
，
こ
い
ふ
こ
一
こ
は
、
酬
寸
考
へ
る
ミ
憂
な
様

に
聞
え
て
、
實
は
或
る
、
理
由
が
其
れ
に
は
在
る
の
で
あ
り
ま
す
。
！
一

－
こ
言
っ
て
、
別
に
込
入
っ
た
理
屈
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
要
す
る
に

地
球
を
取
り
ま
く
塞
氣
が
、
さ
へ
ぎ
る
筈
の
太
陽
光
線
を
幾
分
か
漏
ら

し
て
、
月
に
ま
で
屑
か
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
言
ひ
換
へ
れ
ば
，
月
蝕
．

の
月
面
を
輝
か
せ
る
太
陽
光
線
は
地
球
の
室
氣
の
屈
折
作
用
に
よ
っ
て

届
く
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
か
う
し
た
光
線
は
、
一
二
、
地
球
の
塞

氣
中
を
通
っ
て
，
濾
さ
れ
た
光
ε
な
っ
て
月
に
當
る
の
で
す
。
月
蝕
の

月
が
銅
赤
色
に
色
彩
ら
れ
る
の
は
、
か
う
し
た
理
由
の
下
に
、
不
自
然

な
太
陽
光
線
が
當
っ
て
居
る
か
ら
で
す
。

　
－
こ
こ
ろ
が
、
毎
年
起
る
月
蝕
の
光
を
観
測
し
ま
す
ミ
、
誰
で
も
眼
で

見
た
だ
け
で
分
り
ま
す
通
り
、
光
の
張
さ
が
短
甲
苺
度
同
じ
強
さ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
滞
る
年
の
月
蝕
に
は
月
の
光
が
可
な
り
強
い
こ
マ
」
も
あ

匂
ま
す
の
に
、
叉
別
の
年
の
蝕
に
は
、
月
の
光
が
弱
く
て
～
、
、
殆
ん

，
ご
肉
眼
に
は
月
が
何
慮
に
在
る
か
全
く
見
え
な
か
っ
た
や
う
な
例
も
山
の

る
の
で
す
。
何
故
か
う
し
た
大
き
な
違
ひ
が
あ
る
い
か
。
認
れ
は
面
白

い
問
題
で
も
あ
り
、
叉
、
六
か
し
い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
昔
し
か
ら

之
れ
に
付
い
て
は
、
墨
者
た
ち
が
、
「
月
へ
光
を
漏
ら
す
地
球
察
氣
中
に

雲
な
さ
が
浮
ん
で
、
其
の
た
め
、
月
へ
は
全
く
光
の
届
か
な
い
こ
，
こ
が
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あ
る
た
め
、
噌
い
月
蝕
が
起
る
の
だ
L
－
こ
普
通
に
説
明
す
る
の
で
す
が

護
れ
は
要
す
る
に
一
の
畢
読
で
あ
り
ま
し
て
、
決
し
て
確
定
し
π
事
實

を
言
っ
て
み
る
ε
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

　
私
の
今
居
り
ま
す
ハ
ー
ゾ
ー
ト
大
學
天
文
壷
に
は
W
」
フ
イ
シ
ヤ
ー

氏
一
こ
い
ふ
数
十
が
居
ら
れ
ま
す
。
此
の
入
は
篭
鳥
の
物
理
含
煮
で
あ
り

ま
す
が
、
自
分
の
趣
味
－
こ
し
て
天
文
墨
を
研
究
し
、
此
頃
は
毎
日
此
の

・
天
文
豪
で
時
を
過
し
て
居
ら
れ
ま
す
。
フ
イ
シ
ヤ
ー
教
授
は
、
右
に
述

べ
た
月
蝕
光
線
の
こ
ε
に
つ
い
て
特
別
な
興
味
を
持
ち
、
い
ろ
く
ミ

調
査
を
進
め
て
ゐ
ら
れ
ま
す
が
、
二
三
日
前
ふ
ミ
私
の
所
へ
來
て
言
は

れ
る
の
に
、

「
來
る
八
月
十
四
日
（
日
本
で
は
十
五
日
）
に
は
皆
既
月
蝕
が
あ
り
ま
す

が
、
此
の
月
蝕
は
南
太
西
洋
に
於
い
て
は
日
没
の
時
に
見
え
、
又
、
日

本
で
は
日
出
の
時
に
見
え
る
様
に
な
っ
て
居
ま
す
。
こ
の
日
出
や
日
浸

の
時
に
月
蝕
を
見
る
地
方
で
の
塞
の
天
職
模
様
は
月
蝕
の
月
面
の
光
度

を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
ε
↓
般
に
信
ぜ
ら
れ
て
る
る
の
は
御
承
知
の

通
り
で
あ
り
ま
す
が
、
学
際
、
天
氣
模
檬
が
如
何
程
影
響
す
る
も
の
か

を
知
り
た
い
ミ
思
ひ
ま
す
。
幸
ひ
。
日
本
に
は
測
候
所
が
澤
山
あ
っ
て
、

立
派
な
氣
象
観
測
を
や
っ
て
ゐ
ら
れ
る
や
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
，
さ
う

そ
私
の
希
望
を
東
京
の
中
央
写
象
尊
長
に
通
じ
て
頂
い
て
、
八
月
十
五

日
の
日
出
の
時
の
天
心
を
知
ら
せ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
」

　
か
う
言
は
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
私
は
全
く
尤
も
な
事
で
あ
り
，
叉

興
味
あ
る
事
な
の
で
、
早
灌
，
岡
田
中
央
氣
象
塁
長
に
此
の
事
を
書
き

三
〇

震
り
象
し
た
。

　
し
か
し
，
私
が
思
ひ
ま
す
の
に
、
此
の
種
の
観
察
は
、
測
候
所
の
観

測
專
門
家
に
委
せ
て
置
く
ば
か
り
で
な
く
、
或
る
程
度
ま
で
は
，
　
↓

般
の
人
々
も
。
若
し
尊
爵
な
土
地
に
居
る
な
ら
ば
、
や
っ
て
見
て
面
白

い
こ
ε
だ
ミ
思
ふ
の
で
す
。
例
へ
ば
此
の
八
月
十
五
日
置
朝
早
い
頃
、

塞
に
雲
が
あ
る
か
さ
う
か
。
あ
れ
ば
、
如
何
程
あ
る
か
。
全
天
が
雲
で

掩
は
れ
て
る
る
か
如
何
か
。
雲
の
種
類
は
何
で
あ
る
か
。
又
、
雲
の
有

無
に
か
Σ
は
ら
す
、
夜
明
け
の
模
様
は
一
般
に
如
何
で
あ
．
る
か
。
普
通

の
日
．
こ
何
か
攣
っ
た
こ
ε
は
無
い
か
。
晴
れ
て
み
る
な
ら
ば
、
室
に
泊

え
行
く
星
の
光
り
に
攣
り
は
無
い
か
。
星
光
の
ま
た
」
き
は
激
し
い
か

如
何
か
。
ー
ー
か
う
し
た
事
柄
は
皆
、
此
の
問
題
の
た
め
に
何
等
か
の

貢
献
に
な
る
の
で
す
。
塞
が
晴
れ
て
み
れ
ば
、
其
の
は
れ
て
み
る
ミ
い

ふ
こ
§
か
大
切
で
あ
り
、
叉
、
曇
っ
て
み
れ
ば
、
其
の
曇
っ
て
み
る
ξ

い
ふ
事
實
か
大
切
な
こ
S
な
の
で
す
。
か
う
し
た
材
料
噛
こ
共
に
、
叉
別

の
土
地
で
同
じ
月
蝕
を
天
頂
で
見
た
人
々
の
観
測
事
項
ε
比
較
し
て
見

る
ε
、
こ
・
に
貴
重
な
月
蝕
物
理
置
上
の
事
業
即
断
に
信
頼
す
べ
き
も

の
を
寄
激
す
る
こ
ミ
に
な
る
の
で
す
つ

「
天
界
」
の
讃
者
の
中
に
、
特
に
唐
心
な
方
は
此
の
種
の
観
察
を
試
み

其
の
結
果
を
天
文
同
好
會
本
部
に
迭
っ
て
下
さ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
に
學
・

術
上
、
歓
迎
さ
れ
る
こ
ε
で
あ
り
ま
す
。
（
一
九
二
四
・
五
・
二
八
。
米
國

ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
壁
に
て
）


